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　春は、出会いと始まりの季節。そして花の季
節でもあります。とくに、“桜の花”は、人々
の思いによせて、とりわけその開花が待ち望ま
れます。澄んだ早朝の空気と青空の元、今や遅
しとはち切れんばかりの花芽を膨らます桜の花
の蕾。蕾の先に垣間見える白、希う（こいねがう）
という言葉にふさわしい「希望」を含んで…。
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一
枚
の
絵
が
語
る
世
相

　

日
本
古
来
の
浮
世
絵
と
現
代
の
風

刺
画
は
相
通
じ
る
も
の
を
感
じ
ま

す
。「
浮
世
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
現

代
風
」
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
当
代

の
風
俗
を
描
く
風
俗
画
で
あ
り
ま

す
。
代
表
的
な
大
和
絵
の
流
れ
を
汲

み
、
総
合
的
絵
画
様
式
と
し
て
世
界

的
に
も
高
い
評
価
が
あ
る
文
化
的
背

景
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
小

学
校
の
頃
に
切
手
収
集
の
趣
味
が
あ

り
、
写
楽
や
見
返
り
美
人
な
ど
の
浮

世
絵
切
手
が
ほ
し
く
て
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
時
は
、
大
変
高

価
で
憧
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。昨
年
、

「
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
21

回
締
約
国
会
議
」（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
が

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
近
郊
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
あ
る
芸
術
団
体
が
パ
リ
市

内
で
６
０
０
種
類
以
上
の
風
刺
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
掲
示
し
た
風
刺
作
品
の

中
に
は
、
安
倍
首
相
の
頭
の
上
か
ら

煙
が
も
く
も
く
と
立
ち
上
っ
て
い
る

コ
ラ
ー
ジ
ュ
も
あ
り
ま
し
た
。
制
作

者
の
ビ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
ズ
さ
ん
に
よ

る
と
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は

原
発
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
風
刺
画

は
、
言
葉
で
相
手
に
伝
え
る
の
で
は

な
く
、
一
枚
の
絵
で
世
相
や
権
威
者

を
ち
ょ
っ
と
皮
肉
っ
た
も
の
で
相
手

に
伝
え
る
か
ら
時
に
奥
深
さ
を
感
じ

ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

　

さ
て
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
か

ら
５
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
前
、
広
島
市
内
で
「
核
と
人
類-

フ
ク
シ
マ
後
に
考
え
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
講
演
会
を
聞
き
に
行
き
ま

し
た
。
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
前

理
事
長
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー

さ
ん
が
主
宰
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

原
子
力
発
電
技
術
専
門
家
の
ア
ー

ニ
ー
・
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
さ
ん
と
生
物

学
者
の
メ
ア
リ
ー
・
オ
ル
ソ
ン
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
Ａ
・
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
さ
ん

は
、「
核
廃
棄
物
処
理
の
問
題
は
存

在
す
る
」
と
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

再
処
理
す
る
に
し
て
も
25
万
年
以
上

も
の
間
、
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
は
廃

棄
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
と
問
題
提
起

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
少
な

く
と
も
４
つ
の
国
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
商
業
用
原
子
炉
か
ら
直
接
入
手

し
、
原
子
爆
弾
を
作
る
た
め
に
再
処

理
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
、
М
・
オ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、
放
射

線
は
、
染
色
体
異
常
を
誘
発
し
、
成

人
し
て
電
離
放
射
線
被
ば
く
し
た
人

の
癌
死
亡
率
が
、
男
性
２
人
に
対
し

て
女
性
は
３
人
の
確
率
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
放
射
線
規
制

は
、
今
ま
で
「
標
準
人
」
と
し
て
成

人
の
男
性
を
基
準
に
し
て
き
た
が
、

放
射
線
は
、
子
供(

０
〜
５
歳)

に

よ
り
有
害
だ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。ち
な
み
に
、

２
０
１
５
年
世
界
の
原
子
力
発
電
所

は
、
３
９
１
基
あ
り
、
日
本
に
は
52

基
あ
る
そ
う
で
す
。(

出
典
：
世
界

の
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
数 

２
０
１
０
年)　

　

私
た
ち
の
時
代
は
、
ヘ
タ
を
す
る

と
偉
大
な
る
「
負
の
遺
産
」
を
未
来

に
残
す
こ
と
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
原
発
の
課
題
の
一

つ
が
原
発
か
ら
出
る
「
核
の
ゴ
ミ
」

を
廃
棄
す
る
最
終
処
分
場
の
受
け
入

れ
先
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

時
の
経
済
効
果
を
優
先
す
る
あ
ま

り
、
大
変
な
コ
ス
ト
を
将
来
に
わ

た
っ
て
科
す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
大

変
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
す
る
生

協
の
考
え
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
政
策
と
し
て
提

言
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
４
月
か

ら
電
力
の
自
由
化
に
向
け
動
き
出

し
ま
す
。
私
た
ち
生
協
は
、
こ
の

大
き
な
制
度
改
革
に
先
立
ち
「
家

庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
料
金
制
度
に

関
わ
る
新
た
な
政
策
制
度
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
「
今
ま
で
地
域
独
占
・

規
制
料
金
下
の
戦
後
体
制
か
ら
自

由
化
の
流
れ
の
中
で
私
た
ち
消
費

者
が
ど
う
考
え
、
消
費
者
の
権
利

及
び
利
益
確
保
と
参
加
を
ど
う
行

エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
へ
の
警
鐘

電
力
自
由
化
と

生
協

      広島県生活協同組合連合会　

専務理事  高田 公喜 
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動
し
て
い
く
の
か
」
を
ま
と
め
ま

し
た
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
島

　

さ
て
、今
か
ら
３
年
前
、デ
ン
マ
ー

ク
の
南
部
に
位
置
す
る
ロ
ラ
ン
島
を

訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
お
会
い
し
た
の
が
、
ロ
ラ
ン
市

議
会
議
員
通
称
「
ミ
ス
タ
ー
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
レ
オ
・
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
で
し
た
。
レ
オ
・

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
さ
ん
は
、
過
疎
化

や
高
失
業
率
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
た
が
、
大
手
風
力
発
電
メ
ー

カ
ー
の
工
場
誘
致
な
ど
の
奇
策
が
功

を
奏
し
、
ロ
ラ
ン
島
を
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
の
島
へ
と
導
か
れ
た

人
物
で
す
。
ま
た
、
ロ
ラ
ン
の
自
治

体
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実

証
実
験
の
場
と
し
て
解
放
す
る
こ
と

で
、
多
く
の
企
業
を
誘
致
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
大
学
や
研
究
所
が
関

わ
り
、
企
業
が
地
元
の
市
民
を
採
用

す
る
こ
と
で
、
産
学
官
の
そ
れ
ぞ
れ

に
と
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
を
構

築
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
島
全
体

も
活
気
づ
き
、「
片
田
舎
の
最
先
端
な

場
所
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
発
展
し

て
い
ま
す
。「
３
・
11
以
降
、
日
本
は

原
発
の
稼
働
を
停
止
し
ま
し
た
が
、

そ
の
分
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
化
石

燃
料
に
シ
フ
ト
し
た
だ
け
で
、
根
本

的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
？
」

と
も
指
摘
さ
れ
ま
す
。

電
力
事
業
へ
の
参
入

　

こ
の
４
月
か
ら
い
く
つ
か
の
生
協

は
、
消
費
者
視
点
と
未
来
志
向
で

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し

た
電
力
事
業
に
参
入
し
ま
す
。
今
の

生
協
の
風
刺
画
を
ポ
ス
タ
ー
ズ
さ
ん

に
頼
ん
だ
ら
、
新
た
な
電
力
事
業
へ

の
参
入
に
リ
ス
ク
を
考
え
悲
観
的
に

な
っ
て
い
る
様
子
か
周
囲
を
う
か
が

う
生
協
の
絵
を
描
か
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

私
も
生
協
人
の
端
く
れ
と
し
て
遠

吠
え
で
も
あ
げ
な
け
れ
ば
と
思
う
昨

今
で
す
。

ロラン島の港に浮かぶ浮体式風力発電装置（実験用）

海上から見るロラン島の風車発電群

COP21が開かれるパリ北方の街頭に掲げられた
ポスター
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３
月
25
日
（
金
）、「
よ
り
良
い
社

会
を
築
く
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

る
広
島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会

が
、
広
島
市
中
区
大
手
町
の
Ｊ
Ａ
ビ

ル
会
議
室
に
お
い
て
『
協
同
組
合
学

習
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
に
始
ま
っ
た
催
し
は
、

広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
小
田

政
治
常
務
理
事
の
開
会
挨
拶
に
続
い

て
、「
研
究
会
活
動
報
告
」、「
協
同

組
合
学
校
活
動
報
告
」
が
な
さ
れ
、

１
年
間
の
努
力
の
成
果
が
担
当
者
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

「
成
熟
し
た
協
同
組
合
の
課
題
と
新

し
い
役
割
」
と
題
し
て
、
滋
賀
県
立

大
学
環
境
科
学
部
増
田
佳
昭
教
授
の

講
義
が
開
か
れ
、
会
場
の
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

2016協同組合学習会
広島県協同組合連絡協議会（HJC）

特集

　
「
成
熟
し
た
協
同
組
合
の
課
題
と

新
し
い
役
割
」
を
主
題
に
、
増
田
教

授
は
話
の
冒
頭
で
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
成

長
す
る
の
か
？
」、「
こ
れ
か
ら
世
界

は
ど
う
な
る
の
か
？
」、「
協
同
組
合

の
役
割
は
？
」
と
矢
継
ぎ
早
に
問
題

を
提
起
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
つ
い
て
触
れ
、
成
長
神
話
へ
の
執

着
と
そ
の
政
策
に
疑
問
を
呈
し
ま

す
。
ま
た
、
日
本
の
政
策
金
利
の
長

期
推
移
、
ゼ
ロ
金
利
は
資
本
主
義
の

終
焉
で
は
な
い
か
、
と
説
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
経
済

シ
ス
テ
ム
、
社
会
シ
ス
テ
ム
が
生
ま

れ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
言
い
、
人
間

の
為
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
、

そ
の
た
め
に
は
協
同
組
合
の
出
番
だ

と
強
調
し
ま
す
。

　

と
く
に
、
新
し
い
時
代
は
、「
儲

け
の
た
め
の
組
織
」
か
ら
「
生
活
の

た
め
の
組
織
」
へ
と
移
行
す
る
べ
き

だ
と
説
明
し
、
ゼ
ロ
成
長
で
も
、
豊

か
な
社
会
は
形
成
で
き
る
と
予
測
し

ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
推
奨
す
る
〝
地
産
地

消
〞は
社
会
改
革
の
最
先
端
で
あ
り
、

地
域
の
暮
ら
し
の
立
て
直
し
に
は
Ｆ

Ｅ
Ｃ
自
給
圏
、「
食
料
」（Food

）、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
」（Energy

）、「
介
護
・

福
祉
」（Care

）、
と
言
っ
た
時
代
の

要
請
に
応
え
る
協
同
組
合
の
事
業
を

再
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
。

　

増
田
教
授
は
、
そ
う
し
た
現
代
状

成
熟
し
た
協
同
組
合
の
課
題
と
新
し
い
役
割

況
を
説
明
し
な
が
ら
、
協
同
組
合
の

手
段
と
手
法
の
利
点
を
説
き
、
同
時

に
「
成
熟
し
た
協
同
組
合
」
の
問
題

点
を
も
指
摘
し
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
組
合
員
が
「
利

用
す
る
」、「
関
わ
る
」
と
言
っ
た
協

同
組
合
の
原
点
に
立
ち
返
り
、〝
協

同
組
合
の
理
想
的
な
事
業
運
営
サ
イ

ク
ル
〞
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
は
重
要
だ
と
強
調
。
そ
の
上

で
様
々
な
事
例
を
紹
介
し
、「
出
資
」、

「
利
用
」、「
参
加
」
の
三
位
一
体
的

性
格
の
実
現
、
新
た
な
「
協
同
お
こ

し
」
が
協
同
組
合
の
こ
れ
か
ら
の
課

題
だ
と
す
る
と
同
時
に
、
協
同
組
合

の
新
し
い
役
割
を
力
説
し
な
が
ら
講

義
の
内
容
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

講
義
要
約

開会の挨拶を述べる小田常務理事協同組合の新しい役割について講義する増田教授

●
増
田
佳
昭
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
出
身
。
京
都
大
学
農
学
部
農
林
経
済
学
科
卒
業
、

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
課
博
士
課
程
修
了
。

滋
賀
県
立
大
学
環
境
科
学
部
教
授
。

主
な
著
書
に
『
Ｊ
Ａ
は
誰
の
も
の
か
』（
家
の
光
協
会
、

編
著
）、『
規
制
改
革
時
代
の
Ｊ
Ａ
戦
略
』（
家
の
光
協
会
、

単
著
）、『
協
同
組
合
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
家

の
光
協
会
、
共
著
）
等
が
あ
る
。
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協同組合学習会
第
１
研
究
会

【
テ
ー
マ
】

「
食
料
自
給
に
地
域
で
取
り
組
む
」

広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

協
同
活
動
推
進
部
長  

仁
井
本
敏
浩

　

第
１
研
究
会
の
研
究
活
動
報
告

は
、
地
産
地
消
の
食
料
自
給
。
仁
井

本
部
長
は
、
①
地
産
地
消
、
農
水
産

業
・
県
産
農
水
産
物
の
理
解
促
進
、

②
地
域
通
貨
を
活
用
し
た
地
域
振
興

の
２
項
目
の
研
究
活
動
を
報
告
。
県

産
農
水
産
物
の
理
解
促
進
に
つ
い
て

は
、
比
治
山
短
期
大
学
で
の
講
義
、

大
学
と
（
農
）
か
み
や
ま
と
の
農
業

体
験
学
習
コ
ラ
ボ
企
画
支
援
、
そ
の

他
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
。さ
ら
に
、

さ
ら
な
る
「
地
産
地
消
」
の
取
り
組

み
に
向
け
て
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
、
生
産
力
・
供
給
力
の
向
上
、
生

産
者
と
消
費
者
の
連
携
に
よ
る
県
内

農
林
水
産
物
の
認
知
度
向
上
、
生
産

量
の
拡
大
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

商
品
の
保
管
等
の
対
応
策
と
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

各
研
究
会
報
告

申
し
合
わ
せ

　

学
習
会
の
締
め
は
、
広
島
県
生
協

連
合
会
高
田
公
喜
専
務
理
事
。
高

田
専
務
は
、
広
島
県
協
同
組
合
連
絡

協
議
会
を
構
成
す
る
各
団
体
の
同
志

は
地
域
の
課
題
に
眼
を
向
け
た
取
組

み
を
総
括
し
、
協
同
組
合
間
の
協
同

に
よ
っ
て
、
広
く
県
民
の
理
解
と
支

持
を
得
る
運
動
を
引
き
続
き
展
開
す

る
、
と
い
う
「
申
し
合
わ
せ
」
を
読

み
上
げ
、会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

第１研究会テーマを報告する仁井本部長

第２研究会テーマを報告する後藤係長

第３研究会テーマを報告する田中部長

特別研究会テーマを報告する福島事務局長

「申し合わせ」を読み上げる高田専務理事 研修報告をする生協ひろしま佐藤さん

２
０
１
５
協
同
組
合
学
校
研
修
報
告

生
協
ひ
ろ
し
ま  

佐
藤
公
紀

　

報
告
の
最
後
は
協
同
組
合
学
校
の

研
修
報
告
。
佐
藤
さ
ん
は
、
研
修
に

よ
っ
て
、
現
状
認
識
と
、
生
協
人
と

し
て
、
組
合
人
と
し
て
、
実
に
多
く

の
も
の
を
、
ま
た
こ
れ
か
ら
な
す
べ

き
こ
と
を
得
た
と
報
告
。

第
２
研
究
会

【
テ
ー
マ
】

「
環
境
・
森
林
保
全
に
向
け
た

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
に
取
り
組
む
」

生
協
ひ
ろ
し
ま

組
合
員
活
動
グ
ル
ー
プ
担
当
係
長  

後
藤
陽
一

　

第
２
研
究
会
は
、
環
境
・
森
林
保

全
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
が
テ
ー
マ
で

す
。
後
藤
係
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
主

な
調
査
・
研
究
活
動
と
し
て
バ
イ
オ

マ
ス
の
拠
点
と
街
づ
く
り
の
実
践
事

例
の
共
有
に
つ
い
て
紹
介
。「
エ
コ

ス
ト
ー
ブ
で
野
外
料
理
」
in
世
羅
の

報
告
、
そ
し
て
広
島
県
の
水
力
発

電
・
小
水
力
発
電
、
太
陽
光
発
電
所
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
紹
介
し
な
が

ら
、
県
内
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま

と
め
に
及
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日

本
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
態
と
、

世
界
の
再
エ
ネ
発
電
の
現
状
を
紹

介
。
将
来
的
に
は
、
再
エ
ネ
拡
大
で

Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ
ス
）
削
減
の

必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

第
３
研
究
会

【
テ
ー
マ
】

「
つ
な
が
り
（
福
祉
）
を

  

地
域
で
築
く
」

広
島
中
央
保
健
生
協

生
協
組
織
部
長  

田
中
敬
子

　

６
つ
の
構
成
団
体
か
ら
な
る
第
３

（
福
祉
）
研
究
会
は
、
福
祉
を
〝
つ

な
が
り
〞
と
し
て
地
域
で
築
く
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
①
更
な
る
取

組
み
強
化
、
②
地
域
と
の
関
わ
り

を
広
げ
、
地
域
の
役
割
を
担
う
取
組

み
、
③
課
題
・
ニ
ー
ズ
の
把
握
の
為

の
「
地
域
懇
談
会
」
の
協
同
開
催
の

３
つ
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
田

中
部
長
は
、「
情
報
交
換
の
場
」、「
交

流
発
表
会
開
催
」、
情
報
収
集
・
視

察
」
の
課
題
設
定
を
行
い
、
実
践
し

た
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
し
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
研
究
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交

流
・
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が
継

続
し
、
明
日
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

特
別
研
究
会

【
テ
ー
マ
】

「
平
和
に
向
け
て

  

地
域
か
ら
取
り
組
む
」

広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

事
務
局
長  

福
島　
守

　
「
被
爆
70
年
、
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
平
和
な
世
界
を
め
ざ
し
て
」
と

題
す
る
特
別
研
究
会
の
報
告
で
す
。

発
表
者
の
福
島
事
務
局
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
特
別
研
究
会
の
活
動
の
経
緯

を
先
ず
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

２
０
１
４
年
度
の
活
動
、
さ
ら
に

２
０
１
６
年
１
月
の
平
和
学
習
交
流

会
『
被
爆
70
年
、
核
の
歴
史
と
次
世

代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
、
長
崎
大

学
の
中
村
桂
子
准
教
授
の
記
念
講
演

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
こ
と

を
紹
介
。
こ
の
学
習
交
流
会
で
は
、

①
核
問
題
は
動
い
て
い
る
、
②
日
本

が
変
わ
れ
ば
世
界
も
変
わ
る
、
③
未

来
は
自
分
が
選
択
す
る
、
と
い
っ
た

次
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
核
心
を

得
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
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特集２：福祉・医療を考える

【
広
島
北
会
場
】

テ
ー
マ　
「
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の

　

役
割
と
医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
」

開
催
日　

２
月
７
日(

土) 

会　

場　

広
島
医
療
生
協
沼
田
診
療
所

企
画･

運
営　

広
島
医
療
生
協

　
　
　
　
　
　

生
協
ひ
ろ
し
ま

　

研
修
内
容
は
、
①
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
の
看
護
師
長
か
ら
報
告
〜
在

宅
支
援
診
療
所
の
役
割
、
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
事
例
に
つ
い
て
〜
、
②
グ

ル
ー
プ
交
流
と
発
表
、
③
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
長
の
西
原
医
師
か
ら
の

講
義
と
ア
ド
バ
イ
ス
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
交
流
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
診
療
所
の
医
師
に
、
利

用
者
の
主
治
医
で
あ
る
開
業
医
に
ど

の
よ
う
に
訪
問
医
療
や
往
診
を
働
き

か
け
た
ら
良
い
か
の
な
ど
、
日
頃
聞

け
な
い
よ
う
な
率
直
な
質
問
も
出
さ

れ
ま
し
た
。
医
師
か
ら
は
、
多
く
の

開
業
医
も
在
宅
医
療
を
強
化
し
な
い

と
今
後
や
っ
て
い
け
な
い
と
感
じ
て

い
る
が
、
１
人
で
ど
こ
ま
で
対
応
で

き
る
か
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、
訪
問
看
護

と
セ
ッ
ト
で
開
業
医
に
働
き
か
け
る

な
ど
も
効
果
的
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
中
の
事
業

所
間
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
事
を
確
認
し
合
い
終
了

し
ま
し
た
。

【
広
島
西
会
場
】

テ
ー
マ　
「
在
宅
生
活
を
支
え
る
医
療

と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
」

開
催
日　

２
月
18
日(

木) 

会　

場　

広
島
中
央
保
健
生
協

　
　
　
　

け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ

企
画･

運
営　

広
島
中
央
保
健
生
協

　
　
　
　
　
　

生
協
ひ
ろ
し
ま

開
催
日　

３
月
３
日

会　

場　
広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

講　

師　

馬
袋
秀
男
氏

テ
ー
マ　
「
こ
れ
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
考
え
る
〜
２
０
１
８
年

介
護
保
険
制
度
改
定
な
ど
〜
」

主　

催　

広
島
県
生
協
連
・

２
０
１
２
国
際
協
同
組
合
年
ひ
ろ
し

ま
第
３
研
究
会
（
福
祉
）

　

３
月
３
日
、
広
島
県
生
協
連
と

２
０
１
２
国
際
協
同
組
合
年(

Ｉ
Ｙ
Ｃ)

ひ
ろ
し
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
第
３

研
究
会
（
福
祉
）
の
共
催
で
、
介
護

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
現
在
「
民
間
事
業
者
の
質
を
高

め
る
」
全
国
介
護
事
業
者
協
議
会
の

特
別
理
事
で
あ
り
、
国
の
社
会
保
障

審
議
会
介
護
保
険
部
会
委
員
も
務
め

ら
れ
て
い
る
馬
袋
秀
男
氏
で
す
。

　

生
協
ひ
ろ
し
ま
や
県
内
３
つ
の
医

療
生
協
（
広
島
中
央
保
健
生
協
、
広

島
医
療
生
協
、
福
山
医
療
生
協
）
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
広
島
中
央
会
、
ワ
ー
カ
ー

ズ
コ
ー
プ
、
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
関
係
な
ど
県
内
９
団
体
か
ら
27

名
の
役
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
２
０
１
５
年
の
介
護
保
険

改
定
で
示
さ
れ
た
介
護
制
度
に
関
す

る
国
の
政
策
の
方
向
と
、
２
０
１
８

年
度
介
護
保
険
制
度
改
定
で
論
議
に

な
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
後
半
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
介
護
事
業
者
の
役
割

と
取
り
組
み
や
介
護
人
材
の
確
保
に

関
す
る
提
案
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

介
護
シ
ス
テ
ム
を
補
完
・
充
実
す

る
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
の
話
し

の
中
で
は
、
生
協
な
ど
暮
ら
し
の
多

面
的
な
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
の

出
番
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

人
材
確
保
に
関
し
て
は
、
将
来
の
担

い
手
へ
早
期
か
ら
介
護
業
界
の
魅
力

を
伝
え
る
な
ど
の
「
参
入
の
促
進
」

や
「
定
着
の
促
進
」、
さ
ら
に
多
様
な

介
護
人
材
活
用
と
生
産
性
向
上
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
従
業
員
満
足
と
顧
客

満
足
度
の
向
上
を
基
本
に
し
た
介
護

事
業
経
営
の
提
言
は
、
私
た
ち
協
同

組
合
陣
営
に
と
っ
て
最
も
柱
と
な
る

考
え
方
で
あ
る
と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
広
島
県
の
エ
リ
ア
市
場

分
析
」
の
参
考
資
料
も
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
・
意
見
交
換
も
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

医
療
と
介
護
の
今
後
の
制
度
動
向
を
学
び
、

こ
れ
か
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
考
え
る

広島県生協連では、2020年に向けたビジョンとして“誰もが安心してくらせる持続可能な地域コミュニティーの再生をめ
ざして”を掲げています。ビジョンの柱の一つが「地域社会への関与」であり、『福祉・医療（Care）』分野を重視しています。
　2015年度は、福祉・介護委員会を中心に介護分野の新たな活動にも取り組んでおり、それらの中から今回は、広島県の地域医療介護総合
確保事業（新たな財政支援制度）〔※〕に関する取組みを紹介します。
〔※〕「地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律（2014年第186通常国会で成立）」に基づいて、各都道府県に基金（地域医療介護総合確保基金）が設置されており、2015
年度の事業提案に広島県生協連が補助を受ける事になった。

医療生協と購買生協の連携による地域包括ケアの推進

医
療
と
介
護
の
連
携
を
目
指
し
、
介
護
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
３
会
場
で
開
催

介
護
セ
ミ
ナ
ー

介護セミナー会場の様子 講師の馬袋秀男氏

介
護
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
、
介
護
は
在
宅

が
中
心
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
確
実

で
あ
り
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
広
島
県
生
協
連
で

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
て
行
く

上
で
介
護
職
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア

や
認
知
症
ケ
ア
、
重
度
化
予
防
な
ど

の
高
度
で
専
門
的
な
技
術
を
持
つ
介

護
職
員
の
育
成
や
、
地
域
の
医
療
・

介
護
事
業
所
間
の
連
携
を
目
的
に
、

介
護
職
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
を
県

内
３
会
場
で
開
催
し
、
１
５
０
名
が

交
流
し
ま
し
た
。

グループ交流で質問に答える西原医師
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特　　　集

特集２：福祉・医療を考える

広
島
医
療
生
協
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の

取
組
み
実
践
交
流
会
を
開
催

『福祉・医療（Care）』～人とのつながり、福祉助け合い～
●購買生協や医療生協、他の協同組合や社会福祉協議会・ＮＰＯ・ワーカーズなどの諸団体と連携し、

地域のつながりネットワークを形成する。 
●高齢者や子ども・若者が集える居場所づくりを実現する。 

●介護・医療・地域福祉などの領域において県内生協の連帯を推進する。 
●高齢者や独居老人が増えていく中、住み心地の良いケア付き高齢者住宅を早期に実現する。 
●購買・医療生協や行政・諸団体と連携し、介護予防や健康教室などの研修や訓練を実施する。

　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
所
長

を
囲
ん
で
、
在
宅
で
療
養
す
る
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
へ
の
対
応
や
職

種
間
の
連
携
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

　

初
め
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、

退
院
し
て
在
宅
生
活
を
送
る
こ
と

に
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
関
す
る
事

例
報
告
と
質
疑
を
行
っ
た
あ
と
、

グ
ル
ー
プ
で
医
療
・
介
護
連
携
で

上
手
く
行
っ
た
こ
と
や
課
題
、
連

携
強
化
の
為
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ

い
て
交
流
と
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

佐
々
木
医
師
が
グ
ル
ー
プ
を
回
り

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
最

後
に
グ
ル
ー
プ
発
表
を
受
け
て
の

講
評
と
コ
メ
ン
ト
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
所
間
、
職
種
間
に
お
い
て
、

ど
う
い
う
間
隔
で
、
ど
う
い
う
情

報
が
欲
し
い
か
に
つ
い
て
事
前
に

調
整
を
し
て
お
く
。
つ
ま
り
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、

退
院
時
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
ス

タ
ー
ト
）
の
大
切
さ
な
ど
具
体
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
と
共
に
、
患
者
さ

ん
の
経
済
的
な
基
盤
の
問
題
や
、

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
生
き
る
存
在
で

あ
り
尊
厳
を
持
つ
人
間
と
し
て
、
権

利
の
主
体
と
し
て
患
者
さ
ん
と
関
わ

る
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

【
福
山
会
場
】

テ
ー
マ　
「
〜
在
宅
で
支
え
切
る
た
め

に
〜
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て

学
び
、
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
」

開
催
日　

３
月
18
日(

金) 

会　

場　
福
山
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

企
画･

運
営　

福
山
医
療
生
協
・
生

協
ひ
ろ
し
ま
・
社
会
福
祉
法
人
備
後

の
里

　

福
山
会
場
で
は
、
３
法
人
が
実
行

委
員
会
を
作
り
、
企
画
内
容
、
運
営

方
法
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
準

備
し
ま
し
た
。
福
山
医
療
生
協
・
城

北
診
療
所
の
守
屋
師
長
か
ら
「
事
例

を
通
し
て
学
ぶ
在
宅
利
用
者
へ
の
医

療
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
講
義
を

受
け
、
そ
の
後
は
、
認
知
症
の
利
用

者
の
困
難
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
、
ど
う

　

広
県
内
３
つ
の
医
療
福
祉
生
協

で
は
、
組
合
員
と
職
員
が
一
緒
に

な
っ
て
、〝
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ

く
り
〞
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
が
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進

す
る
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
月
24
日
に
は
、
広
島
医
療
生

協
で
、
そ
う
し
た
活
動
の
実
践
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
組
合
員
と
職
員
の
総
勢
85
名
が

集
い
、
〜
私
た
ち
が
進
め
て
い
き

た
い
「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く

在宅療養支援診療所所長 佐々木医師

グループ討議の様子

講義をする守屋師長

り
」
と
は
〜
を
テ
ー
マ
に
実
践
報

告
と
グ
ル
ー
プ
交
流

●
全
国
の
医
療
福
祉
生
協
連
合
会

か
ら
の
報
告
や
、
行
政
と
の
連
携

の
中
で
空
き
家
の
活
用
・
食
事
会
・

コ
ー
ヒ
ー
カ
フ
ェ
等
に
取
組
む
福

山
医
療
生
協
の
実
践
、
沼
田
診
療

所
で
の
地
域
訪
問
か
ら
見
え
て
き

た
地
域
の
た
ま
り
場
づ
く
り
構
想

の
報
告
に
基
づ
い
て
、
10
の
グ
ル
ー

プ
で
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

グループ交流の様子

い
う
経
験
が
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
は
、
様
々
な
事
業
種

類
、
職
種
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
編

成
さ
れ
て
お
り
、
医
療
と
介
護
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
に
つ
い
て
も
学
び
合
う

事
が
出
来
ま
し
た
。

広島県生協連　2020ビジョン

会場の様子
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第
21
回
健
康
づ
く
り
学
会
を
生
協

け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
１
２
０

人
が
参
加
。
午
前
中
は
、
健
康
づ
く

り
活
動
報
告
や
次
年
度
方
針
の
提

案
、
支
部
・
職
場
よ
り
８
本
の
実
践

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
休
憩
に
は

減
塩
弁
当
を
味
わ
い
、
日
下
先
生
ご

紹
介
の
県
内
企
業
６
社
よ
り
減
塩
商

品
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
午
後

は
日
下
先
生
の
記
念
講
演
会
で
、
日

本
で
一
番
多
い
病
気
が
高
血
圧
で
、

一
番
の
原
因
は
食
塩
過
剰
。
食
塩
は

塩
だ
け
で
な
く
様
々
な
食
品
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
や
、
減
塩
の
工
夫
に

つ
い
て
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
乳
和
食
で

す
。
乳
和
食
は
和
食
の
デ
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
塩
分
過
剰
を
抑
え
、
不
足
が

電力自由化学習会　広島中央保健生協

４
月
か
ら
電
力
小
売
自
由
化
ス
タ
ー
ト
！

電
力
小
売
自
由
化
学
習
会
を
開
催

　

４
月
か
ら
家
庭
用
電
力
小
売
自
由

化
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、
制

度
を
正
し
く
理
解
し
、
組
合
員
へ
の

正
確
な
情
報
提
供
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
関
す
る
政
策
化
を
見
据
え
て
、

電
力
小
売
自
由
化
学
習
会
を
２
月
26

日
、
講
師
に
日
本
生
協
連
政
策
企
画

部
小
熊
竹
彦
部
長
を
招
き
、
32
名
が

参
加
し
て
開
催
し
た
。

　

電
力
小
売
自
由
化
の
中
、
生
協
が

果
た
す
べ
き
役
割
は
、
主
体
的
な
消

費
者
組
織
と
し
て
、
消
費
者
へ
の
情

報
提
供
活
動
と
学
習
活
動
の
推
進
、

公
正
中
立
な
比
較
サ
イ
ト
の
育
成
や

信
頼
で
き
る
相
談
窓
口
の
紹
介
な
ど

話
に
引
き
こ
ま
れ
、
涙
と
ま
ら
ず

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
改
革
を
推
進
す
る
事
業
者
と

し
て
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
可

能
性
に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
い

た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
に
は
、
都
市
ガ

ス
も
小
売
自
由
化
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
の

実
情
把
握
と
改
善
へ
の
働
き
か
け
含

め
、
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
制
度

に
関
わ
る
地
域
の
動
き
に
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
た
ち
の
行
動
や
選
択
が
未
来
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
！

す
こ
し
お
生
活 

広
島
中
央
保
健
生
協

ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や
コ
ク
と
旨
味
も

ア
ッ
プ
。
レ
シ
ピ
は
味
噌
汁
の
味
噌

の
量
を
半
分
に
し
、
半
分
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
を
加
え
る
手
軽
に
実
践
で
き
る

内
容
で
す
。
す
こ
し
お
生
活
を
行
う

た
め
に
は
、
ま
ず
美
味
し
い
減
塩
商

品
を
自
分
の
舌
で
味
わ
い
、
次
に
家

庭
で
近
い
味
に
な
る
よ
う
実
践
し
て

い
く
方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

医
療
福
祉
生
協
で
も
、
１
日
塩
分

６
ｇ
未
満
を
め
ざ
し
、「
す
こ
し
お

生
活
」
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
す
こ

し
お
生
活
で
病
気
の
予
防
と
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
し
、
参
加
し
た
私

達
か
ら
す
こ
し
お
生
活
が
も
っ
と
広

島
県
中
に
広
が
る
よ
う
社
会
に
働
き

か
け
て
い
け
る
医
療
生
協
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
で
す
。

（
生
協
組
織
部  

田
中
敬
子
）

（「
こ
だ
わ
り
の
ヘ
ル
シ
ー
グ
ル
メD

iet

レ
ス
ト
ラ

ン
in
呉・広
島
」
で
は
広
島
県
内
に
あ
る
飲
食
店
で
、

１
食
分
を
低
カ
ロ
リ
ー
（
４
０
０
〜
６
０
０
ｋ
cal
）・

減
塩
（
塩
分
２
〜
３
ｇ
）
に
し
て
い
る
ラ
ン
チ
を

提
供
し
て
い
る
お
店
を
多
数
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

２
月
20
日
、
広
島
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
広
島
中
央
保
健

生
協
創
立
60
周
年
記
念
講
演
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。「
生
協
は
互
い
に

助
け
あ
う
組
織
で
す
よ
ね
」
と
斉

藤
さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
人
び
と
に

支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
き
た
と

言
い
ま
す
。
タ
イ
の
山
岳
民
族
を

訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

学
ぶ
姿
に
心
う
た
れ
、
３
浪
の
末

38
歳
で
大
学
に
入
学
し
、
社
会
福

祉
の
道
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
同
じ
時
に
井
上
ひ
さ
し
作
「
父

と
暮
せ
ば
」
に
出
演
。
広
島
を
訪

れ
、被
爆
者
、そ
し
て
「
き
の
こ
会
」

と
出
会
い
ま
し
た
。「
痛
み
を
も
っ

た
人
は
、
他
人
の
痛
み
に
鈍
感
で

は
い
ら
れ
な
い
」。
そ
う
斉
藤
さ
ん

は
言
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
「
還

暦
の
お
祝
い
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
」

「
一
言
ひ
と
こ
と
が
心
に
し
み
、
涙

が
ど
ー
っ
と
出
て
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
生
協
組
織
部  

田
中
敬
子
）

生
協
創
立
60
周
年
記
念
講
演
会
に
５
０
０
人　
広
島
中
央
保
健
生
協

講師の日下美穂先生（日下医院院長）

「笑いケア体操」自転車こぎ笑い

学習会の様子。右は講師の日本生協連小熊部長
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広島医療生協健康まつり　消費者団体活動交流会
　

広
島
医
療
生
協
は
、
３
月
27
日

（
日
）、
広
島
共
立
病
院
旧
館
跡
地
・

虹
の
会
館
に
て
、「
健
康
ま
つ
り

２
０
１
６
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
心

配
し
た
雨
に
も
降
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
青
空
の
下
２
，
０
０
０
人
の
参

加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
組
合
員
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
ご
近
所
の
方
、
友
好

団
体
の
方
な
ど
の
参
加
で
、
交
流
の

場
と
し
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
旧
館
跡
地
は
新
た
な

駐
車
場
と
な
り
、
利
用
さ
れ
る
方
に

便
利
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
は
、
広
島
医
療
生
協

が
創
立
50
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と

し
て
行
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
は
、

太
鼓
本
舗
か
ぶ
ら
屋
の
勇
壮
な
太
鼓

か
ら
は
じ
ま
り
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

元
広
島
の
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
の

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
に
は
、
ち
び
っ
こ

も
大
興
奮
。会
場
で
は
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
歯
科
チ
ェ
ッ
ク
、
医
療
・
介
護

相
談
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
も
大

人
気
で
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
行
列
が

で
き
る
ほ
ど
賑
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
の
成
功
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
：
広
島
医
療
生
協
組
織
部　

山
根
康
裕
）

健
康
ま
つ
り
２
０
１
６
開
催
！

　

広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、２
月
３
日
（
水
）
合
人
社
ウ
ェ

ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
消
費
者
団
体
活
動
交
流
会
を
開

催
。
２
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
年

は
、
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
学

習
会
と
交
流
を
行
い
、
６
つ
の
消
費

者
団
体
と
広
島
県
や
弁
護
士
な
ど
、

総
勢
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
広
島
県
環
境
県
民
局
消

費
生
活
課
山
根
多
美
子
課
長
よ
り
、

「
広
島
県
消
費
者
基
本
計
画
（
第
２

次
）」
を
基
に
、
広
島
県
の
消
費
者

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
学
習
会
で
は
、
弁
護
士
の

先
生
か
ら
最
近
急
増
し
て
い
る
「
劇

場
型
詐
欺
」
の
事
例
を
も
と
に
、
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
方
法
・

考
え
方
を
寸
劇
で
分
か
り
や
す
く
学

習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
島
県
地
域
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
と
廿
日
市
市
消
費
者
協

会
よ
り
活
動
報
告
を
い
た
だ
き
、
そ

消
費
者
団
体
活
動
交
流
会
開
催

劇
場
型
詐
欺
に
騙
さ
れ
る
な
！

の
後
グ
ル
ー
プ
で
、「
劇
場
型
詐
欺
」

を
は
じ
め
と
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

や
各
団
体
の
活
動
な
ど
を
通
し
て
思

う
事
な
ど
、
自
由
に
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
騙
そ
う
と
す
る

仕
組
み
が
よ
く
分
か
っ
た
。
あ
の
手

こ
の
手
で
進
化
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
私

た
ち
も
学
習
し
て
、
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
。
ま
た
、
普
段
な
か
な
か
他

団
体
と
交
流
で
き
な
い
の
で
、
こ
の

よ
う
な
交
流
・
学
習
会
は
大
変
有
意

義
だ
っ
た
。
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

で
は
、
引
き
続
き
他
団
体
と
の
交
流

の
場
を
設
け
、
情
報
の
共
有
化
を
行

い
、
連
携
し
な
が
ら
幅
広
い
視
野
で

活
動
が
で
き
る
消
費
者
団
体
の
育
成

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

（
広
島
県
生
協
連  

為
政
圭
子
）

広
島
県
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会消費者一座による寸劇

広島県消費生活課 山根課長

２
０
０
０
人
の
参
加
で
大
成
功
！

オープニング

健康まつり会場

大人気の子どもコーナー賑わう会場

広
島
医
療
生
協
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２
月
20
日
（
土
）
広
島
市
中
区
大

手
町
平
和
ビ
ル
大
会
議
室
に
お
い

て
、「
核
と
人
類
―
フ
ク
シ
マ
後
に

考
え
る
」
核
被
害
者
の
今
を
知
る
・

考
え
る
、
と
い
う
講
演
会
が
、
核
兵

器
廃
絶
を
め
ざ
す
ヒ
ロ
シ
マ
の
会

（HA
NW
A

）、
広
島
県
生
協
連
等
の

共
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演

会
の
開
催
の
た
め
に
中
心
と
な
っ
て

努
力
さ
れ
た
の
は
、
平
和
活
動
家
で

あ
る
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
前
理
事
長

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
リ
ー
パ
ー
さ
ん
、

講
演
者
は
、
原
子
力
発
電
技
術
専
門

家
ア
ー
ニ
ー
・
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
氏
と

生
物
学
者（
米
国・原
子
力
情
報
サ
ー

ビ
ス
「NIRS

」
所
属
）
メ
ア
リ
ー
・

オ
ー
ル
セ
ン
氏
の
お
二
人
で
す
。

　

会
場
を
埋
め
た
１
０
０
名
を
超
え

る
聴
衆
を
前
に
、
Ａ
・
ガ
ン
ダ
ー
セ

ン
氏
は
、
自
身
の
専
門
分
野
か
ら
原

子
力
発
電
（
プ
ル
サ
ー
マ
ル
方
式
・

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
使
用
を
含
む
）
の
危
険

性
を
説
明
。
M
・
オ
ル
ソ
ン
さ
ん
は
、

放
射
能
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
特

に
子
ど
も
と
女
性
に
対
す
る〝
脅
威
〞

を
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
の
原
発
事
故
の
デ
ー
タ
か
ら
強
い

警
告
を
発
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
講
演
内
容
で
い
ち
ば
ん
驚

か
さ
れ
た
の
は
、
被
害
の
当
事
者
で

あ
る
福
島
の
人
々
と
私
た
ち
日
本
国

民
が
、
事
故
の
実
態
、
放
射
能
の
影

響
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
５
年
を
経
て
、
人
々
の
記
憶
か
ら

原
発
事
故
が
次
第
に
風
化
し
て
い
る

と
い
う
事
実
も
実
感
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

少
し
残
念
に
思
っ
た
の
は
、
重
大

で
充
実
し
た
講
演
内
容
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者
が
百
数
名
に

限
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
も
っ
と

大
勢
の
人
々
、
ま
た
何
ら
か
の
形
で

一
般
市
民
に
も
こ
の
事
を
知
ら
せ
る

べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
、「
平
和
を

未
来
に
〝
継
承
〞
し
て
行
く
た
め
に
」

強
く
感
じ
た
講
演
で
し
た
。

核と人類セミナー　特定商取引法を知ろう④

消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島

特
定
商
取
引
法
を
知
ろ
う
④

核と人類セミナー

核×核

『
電
話
勧
誘
販
売
に
つ
い
て
』

　

電
話
勧
誘
販
売
と
は
、
事
業
者
も

し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
代

行
業
者
が
、消
費
者
に
電
話
を
か
け
、

商
品
の
紹
介
や
勧
誘
を
行
い
、
申
し

込
み
を
受
け
る
取
引
で
す
。
電
話
を

い
っ
た
ん
切
っ
た
後
、
消
費
者
が
郵

便
や
電
話
等
に
よ
っ
て
申
し
込
み
を

行
う
場
合
も
該
当
し
ま
す
。

　

電
話
勧
誘
販
売
を
行
う
事
業
者
が

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
な
規
制

に
は
、「
氏
名
、
勧
誘
目
的
等
の
明

示
義
務
」「
再
勧
誘
の
禁
止
」「
書
面

の
交
付
義
務
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
に
対
し
て
、
契
約

を
締
結
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
項
に
つ
い

て
、
事
業
者
が
不
実
の
告
知
（
嘘
な

ど
）
を
し
た
り
、
威
迫
・
困
惑
さ
せ

る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
同
様
、
電
話
勧
誘
販
売

の
場
合
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

が
適
用
さ
れ
、
特
定
商
取
引
法
に
定

め
ら
れ
た
内
容
の
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
間
で
あ
れ
ば
、

消
費
者
か
ら
無
条
件
で
申
込
み
の
撤

回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
、
既
に
事

業
者
に
支
払
っ
た
お
金
は
返
金
さ

れ
、
違
約
金
や
解
約
料
、
損
害
賠
償

金
な
ど
を
支
払
う
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

消
費
者
が
商
品
を
受
け
取
っ
て
い

る
場
合
は
、
事
業
者
の
負
担
で
商
品

を
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。（
も

し
、
事
業
者
か
ら
商
品
を
送
り
返
す

よ
う
に
言
わ
れ
た
場
合
に
は
、
着
払

い
に
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。）

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
住
ま

い
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
：
消
費
者
ネ
ッ
ト
広
島 

宗
山
事
務
局
長
）

フ
ク
シ
マ
後
を
考
え
る

講演会会場 スティーブン・リーパさん

メアリー・オールセンさん アーニー・ガンダーセンさん
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■
開
催
日  

２
月
18
日

■
場　

所  

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

理
事
17
名
中
13
名
出
席
、

監
事
２
名
中
０
名
出
席

（
出
席
理
事
）
岡
村
、高
田
、岡
野
、横
山
、

高
橋
、
吉
山
、
武
田
、
斉
藤
、
乃
美
、

金
築
、
長
谷
川
、
戸
田
、
門
田

□
議
決
事
項

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ

き
提
案
説
明
を
行
い
、
全
員
異
議
な
く

承
認
決
定
し
た
。

（
第
１
号
議
案
）
２
０
１
６
年
度
通
常

総
会
に
つ
い
て

⒈　
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
開
催
要
項

⒉　
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
上
程
議
案

⒊　

代
議
員
数
の
確
定

⒋　

議
決
権
（
書
面
議
決
書
、
代
理

人
）
に
関
す
る
事
項

⒌　

総
会
で
の
役
割
分
担

（
第
２
号
議
案
）
規
則
の
改
定
に
つ
い
て

（
第
３
号
議
案
）
常
務
理
事
会
専
決
事
項

⒈　

他
団
体
の
公
職
承
認
の
件

①
広
島
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
理
事

②
中
国
地
方
弁
護
士
会
連
合
会
弁
護
士

　

任
官
適
格
者
選
考
委
員
会
委
員

③
ひ
ろ
し
ま
地
産
地
消
推
進
協
議
会
専

　

門
委
員
会
委
員

⒉　

広
島
県
生
協
連
50
周
年
記
念
行
事

企
画
の
進
め
方
に
つ
い
て

⒊　

日
本
生
協
連
代
表
団
へ
の
参
加
者

派
遣
に
つ
い
て

⒋　
他
団
体
へ
の
協
賛
・
協
力
に
つ
い
て

□
報
告
事
項

　

各
事
項
に
つ
い
て
資
料
に
基
づ
き
説

明
を
行
い
、全
事
項
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

（
第
４
号
議
案
）
一
般
活
動
報
告

⒈　

医
療
・
購
買
生
協
の
共
同
事
業
化

に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）

⒉　

竹
原
生
協
・
生
協
ひ
ろ
し
ま
連
帯

推
進
協
議
会
報
告

⒊　

２
０
１
５
年
度
け
ん
こ
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
ま
と
め
と
２
０
１
６
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

⒋　
電
力
小
売
自
由
化
学
習
会
に
つ
い
て

⒌　

２
０
１
６
年
初
級
職
員
研
修
会
に

つ
い
て

⒍　

２
０
１
６
年
新
春
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
開
催
報
告

⒎　

広
島
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

⒏　

委
員
会
・
審
議
会
報
告

⒐　

北
朝
鮮
核
実
験
に
対
す
る
抗
議
文

理事会報告　福祉・介護委員会報告　組織平和委員会報告

第
５
回
理
事
会
報
告

第
６
回
組
織
平
和
委
員
会
報
告

【公告】2016年度通常総会の開催について
広島県生活協同組合連合会は、2016年度通常総会を下期の通り開催いたします。
１．開催日時　2016年6月22日（水）13：00～14：45　２．開催場所　ひろしま国際ホテル（広島市中区立町3-13）
３．議　　題　第１号議案　2015年度活動報告ならびに決算報告承認と剰余金処分案承認の件
　　　　　　　第２号議案　2016年度活動方針ならびに収支予算案決定の件　　第３号議案　役員補充選任の件
　　　　　　　第４号議案　役員選任規約の一部改定の件　　第５号議案　役員報酬決定の件
４．代  議 員　総会代議員選出基準にもとづいて、3月末組合員数によります。各代議員数は、会員生協にお知らせします。
５．役員補充選任　定款第20条、第21条、第22条にもとづき、役員の補充を行います。
　　役員に推薦すべき候補者は、役員推薦委員会で決定し総会に報告します。

広島県生活協同組合連合会　会長理事 　岡村　信秀

第
６
回
福
祉
・
介
護
委
員
会
報
告

■
開
催
日  

３
月
３
日

■
場　

所  

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議

室■
出　

席　

盛
谷
、
志
々
目
（
広
島
中

央
保
健
）、
斉
藤
、
本
浦
、
山
本
（
広

島
医
療
）、
乃
美
（
福
山
医
療
）、
横
山
、

徳
永
、
岡
、
西
谷
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、

岡
崎
（
広
島
県
生
協
連
）

□
報
告
・
協
議
事
項

⒈　

人
材
育
成
Ｗ
Ｔ
「
介
護
職
員
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」
報
告

⒉　

新
地
域
支
援
事
業
に
関
す
る
行
政

（
広
島
市
・
福
山
市
）
の
状
況
に
つ
い
て

⒊　

３
生
協
共
同
事
業
化
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て

⒋　

２
０
１
６
年
度
福
祉
・
介
護
委
員

会
活
動
計
画
に
つ
い
て

⒌　

介
護
分
野
の
人
事
制
度
、
賃
金
処

遇
制
度
に
つ
い
て

⒍　

新
地
域
支
援
事
業
へ
の
対
応
に
つ

い
て

■
日　

時  

２
０
１
６
年
２
月
26
日

■
場　

所  

広
島
県
生
協
連
３
階
会
議
室

■
出　

席　

越
智
（
日
立
造
船
因
島
）、

佃
（
広
島
県
学
校
）、
田
中
（
広
島
中

央
保
健
）、
豊
村
（
広
島
県
労
済
）
上

田
、
森
畠
（
ひ
ろ
し
ま
）、
高
田
、
福
島
、

為
政
（
広
島
県
生
協
連
）

□
報
告
・
協
議
事
項

⒈　
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

⒉　

２
０
１
５
年
度
活
動
報
告
と

２
０
１
６
年
度
方
針
に
つ
い
て

⒊　
２
０
１
６
年
度
平
和
活
動
に
つ
い
て

⑴
２
０
１
６
年
度
平
和
活
動
方
針（
案
）

に
つ
い
て

⑵
２
０
１
６
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
ヒ

ロ
シ
マ
の
企
画
に
つ
い
て

⑶
２
０
１
６
「
戦
争
も
核
兵
器
も
な
い
平

和
な
世
界
を
」
市
民
の
集
い
に
つ
い
て

⑷
２
０
１
６
市
民
平
和
行
進
に
つ
い
て

⒋　

新
し
い
地
域
支
援
事
業
へ
の
対
応

に
つ
い
て

⒌　

け
ん
こ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５

の
ま
と
め
と
２
０
１
６
年
度
取
り
組
み

に
つ
い
て

２０１６「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い
「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集いは、市民6団体が立場や思想・信条を超え、平和のネッ
トワークを結成し、行政も含めた幅広いネットワークで核兵器廃絶と戦争のない平和な社会づくりを
すすめることを目的に、平成23年より開催しています。被爆から71年になる今年は、核兵器を取
り巻く世界情勢について、広島平和文化センター小溝理事長よりご講演をいただき、これからの市民
レベルでの平和活動について交流します。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

■日時：5月26日（木）  10時～12時 40分　　■会場：広島国際会議場ダリア
■主催： 「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い実行委員会
【実行委員会構成 市民6団体】
広島県原爆被害者団体協議会・広島県原爆被害者団体協議会・広島県地域女性団体連絡協議会
・（公財）広島ＹＭＣＡ・広島県青年連合会・広島県生活協同組合連合会
■後援（予定）：広島県、広島市、平和首長会議、(公財 ) 広島平和文化センター
■参加規模：120人　　■参加費：無料

★プログラム（案）★
　9 : 30 ～　開場・受付　　10 : 00 ～　式典

　10 : 20 ～　情勢報告「2016核兵器を取り巻く世界情勢について」（仮題）
講師：広島平和文化センター　小溝 泰義理事長

　11:00～　活動報告「広島市被爆体験伝承者の取組みについて」
報告者：被爆体験伝承委嘱者

　　11: 30～　交流会（被爆者の思いを聞き交流）
　　12 : 30 ～　実行委員会構成市民6団体アピール　　12 : 40　終了

■申込締切：５月１３日（金）

申込先　広島県生活協同組合連合会



11

MESSAGE

広島県生活協同組合連合会
〒 730-0802　広島市中区本川町 2-6-11 
第７ウエノヤビル ５F　
TEL 082-532-1300 FAX 082-232-8100
E-mail : kenren.h@proof.ocn.ne.jp 
URL : http://hiroshima.kenren-coop.jp

日々のことから
（公財）広島平和文化センター常務理事

平和首長会議事務次長

城　一博
しろ　かずひろ

1954年生まれ。1977年広島市入
庁。環境局次長、公立大学法人広島
市立大学理事・事務局長、中区長を
経て、2015年３月退職。同年４月
より現職。（役職は3月31日現在）

平
和
首
長
会
議
の
取
り
組
む

市
民
署
名
活
動

　

世
界
の
６
９
０
０
を
超
え
る
都
市

が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
で
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
協
力
の
下
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求

め
る
市
民
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
な
ぜ
核
兵
器
禁
止
条
約
が

必
要
な
の
か
、
な
ぜ
市
民
の
署
名
を

集
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
最
近
の
国
際
社
会
の
動

向
も
含
め
て
整
理
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

身
を
も
っ
て
原
爆
の
惨
禍
を
体
験

さ
れ
た
被
爆
者
の
方
々
は
、「
こ
ん

な
思
い
を
、
他
の
誰
に
も
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
」と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、

思
い
出
す
の
さ
え
辛
い
体
験
を
語

り
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
と
そ
の
廃

絶
を
世
界
に
訴
え
続
け
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
使
わ
れ
な
い
と
さ
れ

て
き
た
核
兵
器
が
、
十
回
以
上
も
第

３
次
世
界
大
戦
の
瀬
戸
際
の
危
機
を

生
み
、
千
回
を
は
る
か
に
超
す
事
故

を
起
こ
し
て
い
た
事
が
、
記
録
の
公

開
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
に
よ
り
、
事
故
や
誤

算
に
よ
っ
て
核
兵
器
が
使
わ
れ
る
危

険
や
、
テ
ロ
リ
ス
ト
が
手
に
入
れ
て

使
用
す
る
恐
れ
が
、
存
外
に
高
い
事

に
国
際
社
会
が
気
づ
き
、
核
兵
器
の

非
人
道
性
と
使
用
の
危
険
性
を
根
拠

と
し
て
、
核
兵
器
を
禁
止
す
る
法
的

措
置
の
早
期
実
現
を
求
め
る
主
張
が

強
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
民
社
会
の
影
響
力
を
証
明
し
て
い

ま
す
。

生
活
協
同
組
合
の
皆
様
の

取
組
に
思
う

　

生
活
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
市
民
署
名
活
動
に
大
変
な

ご
尽
力
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
実
は
、
生
協
の
皆
様

と
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
ご

一
緒
す
る
機
会
が
多
い
の
で
す
が
、

現
場
で
接
す
る
大
勢
の
方
々
か
ら
、

と
て
も
さ
わ
や
か
で
力
強
い
印
象
を

受
け
る
の
で
す
。
消
費
者
自
ら
が
担

い
手
と
な
り
、
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
に
よ
っ
て
よ
り
良
い
く
ら
し
を
実

現
す
る
為
に
活
動
す
る
と
い
う
理
念

の
下
で
、
様
々
な
事
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
か
ら
だ
と
拝
察
し
て
い
ま

す
。

　
「
わ
が
子
を
核
実
験
の
被
害
者
に

し
て
は
な
ら
な
い
。」と
立
ち
上
が
っ

た
杉
並
区
の
主
婦
達
の
姿
勢
と
何

か
し
ら
重
な
る
も
の
を
皆
様
に
感
じ

る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で

す
。
今
後
も
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た

取
組
を
粘
り
強
く
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も

達
の
為
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が

ら
、
共
に
歩
み
を
進
め
た
い
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
２
０
１
５
年
12
月
の
国

連
総
会
で
、
公
開
作
業
部
会
を
総
会

の
下
に
設
置
し
、
核
軍
縮
実
現
の
為

の
具
体
的
か
つ
効
果
的
な
法
的
措
置

に
つ
い
て
実
質
的
に
議
論
す
る
事
が

決
ま
り
ま
し
た
。公
開
作
業
部
会
は
、

ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
連

欧
州
本
部
で
本
年
の
２
月
、
５
月
、

８
月
に
開
催
さ
れ
、
国
連
総
会
に
勧

告
を
出
す
予
定
で
す
。
率
直
な
議
論

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
核
保
有
国

は
参
加
し
て
お
ら
ず
、
法
的
措
置
は

時
期
尚
早
と
訴
え
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国

な
ど
核
の
傘
の
下
に
あ
る
国
と
、
核

兵
器
禁
止
の
早
期
実
現
を
訴
え
る
非

核
保
有
国
と
の
主
張
の
違
い
が
鮮
明

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、
か
つ
て

核
軍
縮
を
進
展
さ
せ
た
時
の
様
に
、

為
政
者
相
互
の
果
敢
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
事
態
を
打
開
す
る

事
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
政
者
の
姿

勢
・
信
念
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

の
が
、
国
民
世
論
・
市
民
の
声
で
あ

り
、
そ
れ
を
見
え
る
形
に
し
て
届
け

る
の
が
市
民
署
名
な
の
で
す
。

　

１
９
５
４
年
の
ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆

実
験
に
よ
る
第
五
福
竜
丸
被
曝
事
件

に
反
応
し
て
、
東
京
都
杉
並
区
の
読

書
会
グ
ル
ー
プ
の
主
婦
達
が
始
め
た

核
実
験
反
対
署
名
運
動
が
、
瞬
く
間

に
３
千
万
人
規
模
の
支
持
を
集
め
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
国
際
世
論
が
高

ま
り
、
米
ソ
の
核
実
験
停
止
に
結
び

つ
い
た
と
い
う
歴
史
上
の
事
実
は
、

平和とよりよき　　生活をめざして

【
編
集
後
記
】

　

原
発
再
稼
働
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
始

ま
っ
た
が
、
滋
賀
県
大
津
地
裁
の
決
定
で
、

高
浜
原
発
の
稼
働
差
し
止
め
が
決
ま
っ

た
。
多
く
の
国
民
が
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た

に
違
い
な
い
▼
そ
う
し
た
中
、
２
月
20
日
、

「
核
と
人
類
―
フ
ク
シ
マ
後
に
考
え
る
」
核

被
害
者
の
今
を
知
る
・
考
え
る
、
と
い
う

講
演
（
９
頁
参
照
）
を
拝
聴
し
た
。
講
師

は
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
発
電
技
術
専
門

家
ア
ー
ニ
ー
・
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
氏
と
生
物

学
者
メ
ア
リ
ー
・
オ
ー
ル
セ
ン
氏
の
お
二

人
。
二
人
と
も
、
自
身
の
専
門
分
野
か
ら

原
子
力
発
電
の
危
険
性
、
放
射
能
が
人
体

に
及
ぼ
す
影
響
を
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原

爆
投
下
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
・
チ
ェ
リ
ノ

ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
の
デ
ー
タ
か
ら
強
い

警
告
を
発
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
国

や
電
力
会
社
の
隠
蔽
体
質
も
表
面
化
し
た

▼
一
方
で
、
４
月
か
ら
家
庭
用
電
力
小
売

自
由
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
と
は
言
っ
て

も
、
限
ら
れ
た
電
力
会
社
の
中
で
、
国
民

の
選
択
肢
は
狭
い
。
そ
し
て
、
原
発
の
稼

働
が
な
け
れ
ば
、「
電
力
価
格
が
高
騰
す

る
」と
い
う
。
だ
が
、原
発
が
稼
働
す
れ
ば
、

国
が
保
有
す
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
増
え
る

ば
か
り
だ
。（
現
在
約
45
ト
ン
）
３
月
23

日
の
新
聞
記
事
で
は
、
核
物
質
の
管
理
強

化
を
進
め
る
米
国
に
協
力
し
、
３
３
１
㌔

の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
日
本
か
ら
引
き
渡
さ

れ
た
。
１
基
の
原
発
を
１
年
間
稼
働
さ
せ

る
と
、
原
爆
１
個
を
製
造
で
き
る
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
恐
怖
か
ら

い
つ
解
放
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
Ｙ
）

核兵器廃絶に向けた
取組について


